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特
　集

▲田植えの様子

ふ
る
さ
と
の

耕
作
放
棄
地
を
な
く
し
た
い



特
　集

渡
おりはし

橋 達
たつや

也さん

Q  

コ
メ
作
り
を
始
め
た
き
っ
か
け 

 

や
コ
メ
作
り
の
経
験
は 

 

あ
り
ま
す
か
？

　
15
年
ぐ
ら
い
前
に
つ
く
ら
れ
た
農
事
組
合
法
人
の

方
が
高
齢
で
辞
め
ら
れ
た
の
で
、
地
元
の
田
ん
ぼ
が

荒
れ
地
だ
ら
け
に
な
り
、
こ
れ
は
い
け
な
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
一
番
は
ふ
る
さ
と
の
耕
作
放
棄
地
を
見

た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
小
梨
町
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
広

島
の
五
日
市
に
７
年
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
地
元
に

帰
っ
て
改
め
て
こ
ち
ら
が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
中
学
・
高
校
ま
で
は
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
手
伝

い
く
ら
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
は
広
島
の

酒
造
会
社
を
辞
め
て
、
島
根
県
の
酒
蔵
に
冬
場
だ
け

行
く
こ
と
に
な
り
、
春
か
ら
夏
場
は
時
間
が
あ
っ
た

の
で
、
最
初
５
反
か
ら
田
ん
ぼ
づ
く
り
を
始
め
て
、

今
は
９
～
9.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

Q  

コ
メ
作
り
は
専
業 

で
す
か
？

　
コ
メ
だ
け
で
す
。
一
緒
に
作
れ
る
の
は
酒
米
が
あ

り
、
２
年
前
か
ら
藤
井
酒
造
さ
ん
に
八
反
錦
を
卸
し

て
、
限
定
品
と
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

松
本
議
員
・
堀
越
議
員
が
聞
く

ふ
る
さ
と
の

耕
作
放
棄
地
を
な
く
し
た
い

▲実った稲穂

小
梨
町
で
コ
メ
農
家
を
営
む
渡
橋
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

耕
作
放
棄
地
を
な
く
し
た
い
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Q  

酒
米
、
コ
メ
作
り
で
苦
労 

 

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
？

　
天
候
で
す
か
ね
。
10
年
か
ら
20
年
に
一
度
と
い
う

猛
暑
が
頻
繁
に
お
き
て
い
る
の
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
暑
さ
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
そ

の
品
種
を
変
え
た
り
し
ま
し
た
。

　
大
変
な
こ
と
で
言
う
と
、
物
価
高
で
農
機
具
の
値

段
や
肥
料
代
も
1.5
倍
に
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

　
田
植
え
・
稲
刈
り
・
草
刈
り
は
、
地
元
の
人
に
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
基
本
一
人
で
作
業
し

て
い
る
の
で
、
水
の
管
理
な
ど
は
大
変
で
す
。

Q  

全
国
的
に
水
不
足
が
言
わ
れ
て 

 

い
ま
す
が
？

　
大
き
な
池
も
あ
り
ま
す
が
、
小
梨
町
の
土
壌
が
粘

土
質
な
の
で
、
１
か
月
間
雨
が
降
ら
な
く
て
も
、
も

つ
ん
で
す
よ
。
た
だ
、
冬
場
は
な
か
な
か
乾
か
な
い

と
い
う
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

Q  

販
路
拡
大
へ
の
取
組
な
ど
は
？

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
増
え
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。

全
量
Ｊ
Ａ
さ
ん
と
い
う
状
況
か
ら
、
安
田
病
院
さ
ん

や
桃
苑
さ
ん
、
ラ
ン
プ
さ
ん
な
ど
へ
卸
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
も
っ
と
、
市
内
飲
食
店
へ
の
卸
し
を
増
や
せ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
出
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
が
、
拡
大
の
た
め
の
コ
メ
の
生
産
が

追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

Q  

竹
原
市
に
望
む
こ
と
や 

 

今
後
に
つ
い
て

　
竹
原
な
ど
の
米
作
り
の
面
積
が
少
な
い
地
域
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
国
の
補
助
金
が
ふ
る
い
落
と
さ
れ

て
使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
大
き
い
と
こ
ろ

が
取
っ
て
し
ま
い
、
三
原
・
東
広
島
で
さ
え
、
落
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
竹
原
で
も
補
助
枠
が
欲
し
い
で

す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
は
１
台
約
５
０
０
万
円
、
コ
ン
バ

イ
ン
も
同
じ
く
ら
い
し
ま
す
。
何
と
か
修
理
し
な
が

ら
、
７
～
10
年
持
て
ば
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
仁
賀
地
区
は
水
が
豊
富
で
、
去
年
で
す
ら
、
水
に

困
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
法
人
さ
ん
が
い
な
い

と
の
こ
と
で
、
環
境
の
良
い
地
域
な
の
で
、
絶
対
に

続
け
て
い
か
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
が
入
る
の
に
、
竹
原
市
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
感
じ
ま
す
。
私
の
場
合
は
、
父
が
２
～
３

反
コ
メ
を
作
っ
て
い
た
の
で
、
完
全
に
新
規
で
な
く

引
き
継
ぎ
で
で
き
ま
し
た
が
、
例
え
ば
、
出
荷
・
販

売
見
込
み
計
画
を
し
っ
か
り
し
な
い
と
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

▲コメの苗

▲田植え前
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全体審査での主な質疑

　　　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて

女性の幸福感向上促進事業について

Q  事業効果及び推進については。
 A	 	市内に住む方達の意見を聴きながら座談会や講座を開き、主体性

を引き出すことにより、まちにおける活躍度を高めてもらい、満
足度の向上に繋げると同時にまちの、イメージアップを狙い、定
住やUターンを図りたい。また、拠点づくりに関しても重要性は
認識しており、財政の許容する範囲で市民のクオリティ・オブ・
ライフを高めるためにも整備していきたい。

企業誘致による雇用創出について

Q  企業誘致による雇用創出が歳入増加及び人口減少対策に資するの
では。

 A	 	竹原工業団地はこれまでの取組により充足率は100％となってお
り、新たな工業団地を造成するとしても莫大な費用の捻出を余儀
なくされるため困難である。しかし、効率的な企業誘致等を市長
自らのトップセールスにより推進するとともに、現在、本市で注
目を浴びているスタートアップ企業の支援にも注力していく。

介護人材の確保について

Q  高齢者の多様なニーズがある一方で、介護事業者の現実について
どのように把握して、次年度の人材確保に活かしていくのか。

 A	 	次年度は次々年度から始まる事業計画を策定することから、介護
事業所のみならず、実際に現場の状況をご理解されている方々に
もアンケートを実施していきたい。また、全体的に人員不足が顕著
な状況にはあるが、介護人材を確保するための支援を行っていく。

子供の未来応援事業について

Q  支援の目的、対象者の拡大については。
 A	 	支援の目的は、市立小・中学校により多く入学して頂くこと、加

えて支援金により学力向上に繋がるとされる家庭での蔵書数を増
加させたり、学術施設等で知見を高めることに費やしてほしいこ
と等が目的であり、対象者の拡大については、他の子育て政策と
の兼ね合い、財源等を考慮して検討していく。

自然災害防止対策について

Q  市道の安全性の確保の取組みは。
 A	 	約300キロメートルに及ぶ市道のほか、特に321橋を数え、通行

時の要所となる橋梁については、すでに策定されている竹原市橋
梁長寿命化修繕計画に則しながら、優先性を加味して維持補修を
行っていく。

令和8年度
当初予算可決！
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　　　将来都市像「元気 と 笑顔 が 織り成す　暮らし　誇らし、竹原市。」の実現に向けて

■予算特別委員会 委員長　山元　経穂　　　副委員長　蕎麦田　俊夫

　令和8年第1回定例会において、議長を除く12名で構成される予算特別委員会が設置されまし
た。一般会計、特別会計、下水道会計の当初予算8会計が本委員会に付託され、4回の個別審査の
後、市長臨席による全体審査を行い、これらの質疑を踏まえた上で討論・採決した結果、8会計
議案全てを原案のとおり可決しました。

■委員長報告による委員長要望

●委員長報告において、以下の3点を要望しました。
①	ICT支援員の確保や英検の補助等は、市長が政策として注力されている子育て支援の「投資」
という分野に資するものであると考えるので、次年度において対処していただくこと。

②	市長が次年度に見直しを検討されている公共施設ゾーン再整備事業について、複合施設におけ
る規模の大小、それに関連して予算の高低はあると思うが、いずれにしても市民サービスにお
いて重要かつ必要な施設であるので、可能な限り早く議会や市民に計画を示していただきたい。

③	現在の世界情勢は昨年以上に混沌としています。世界が「近く」なり、「ヒト・モノ・カネ」
の繋がりがこれまで以上に密にグローバル化した現在、世界情勢の不安定は本市にも多大な影
響を与えるので、もし市民生活により影響が出るような事態があれば、従前よりも速やかに国
や県と連携し、臆することなく市民が安心できるように施策を断行して頂くこと。

審査スケジュール

2/17 正副委員長互選　日程・資料請求
3/2 � 個別審査　総務部・企画部
3/3 � 個別審査　市民福祉部
3/4 � 個別審査　教育委員会・会計課・行政委員会
3/5 � 個別審査　建設部
3/10 全体審査・討論・採決

●全体審査の様子は動画でみることができます！➡
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議案
番号

議案名等 議案等の概要
付　託
委員会

村

　上

蕎
麦
田

下
垣
内

今

　田

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

大

　川

道

　法

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

報告
第 3 号

損害賠償額の決定につい
て

車両損傷事故等について損害賠償の額を定め
るため専決処分したので報告するもの

－ － － － － － － － － － － － －
原案
報告

議案
第 8 号

令和 8 年度竹原市一般会
計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ15,281,662千
円と定めるもの

予算 ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第 9 号

令和 8 年度竹原市国民健
康保険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 2,882,941 千
円と定めるもの

予算 ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

原案
可決

議案
第 10 号

令和 8 年度竹原市貸付資
金特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 7,400 千円と
定めるもの

予算 ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第 11 号

令和 8 年度竹原市港湾事
業特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 55,101 千円
と定めるもの

予算 ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第 12 号

令和 8 年度竹原市公共用
地先行取得事業特別会計
予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 1 千円と定め
るもの

予算 ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第 13 号

令和 8 年度竹原市介護保
険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,582,707 千
円と定めるもの

予算 ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

原案
可決

議案
第 14 号

令和 8 年度竹原市後期高
齢者医療特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ 678,527 千円
と定めるもの

予算 ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

原案
可決

議案
第 15 号

令和 8 年度竹原市下水道
事業会計予算

予算規模を 1,544,703 千円と定めるもの 予算 ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第 16 号

人権擁護委員の推薦につ
き議会の意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員中 丹下成子 委員 は、令和 8 年 6
月 30 日をもって任期満了につき、その後任委
員を推薦しようとするもの（丹下成子 氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

異議
なし

議案
第 17 号

竹原市特定乳児等通園支
援事業の運営に関する基
準を定める条例案

子ども・子育て支援法第 54 条の 3 において準
用する同法第 46 条第 2 項の規定に基づき、特
定乳児等通園支援事業の運営の基準に関し必
要な事項を定めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案
第 18 号

竹原市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例
案

県内の医療費等から推計された標準保険料率
を参考に各種税率及び税額を定めるもの

総務
文教

○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

原案
可決

議案
第 19 号

竹原市火入れに関する条
例の一部を改正する条例
案

火入れの許可に係る気象情報の内容を改める
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案第
20 号

竹原市手数料条例の一部
を改正する条例案

広島県の事務を市町が処理する特例を定める
条例の一部が改正され、広島県から本市に移
譲された事務の一部が県に返還されることに
伴い、当該事務に係る手数料を廃止するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案第
21 号

竹原市行政手続条例の一
部を改正する条例案

行政手続法の一部が改正されたことに伴い、
所在が判明しない者に対する聴聞の実施等に
係る通知の公示方法の見直しを行うもの

総務
文教

○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案第
22 号

竹原市乳児等通園支援事
業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一
部を改正する条例案

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準の一部が改正されたことに伴い、必要な
規定を整備するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案第
23 号

令和 7 年度竹原市一般会
計補正予算（第 10 号）

歳入歳出それぞれ 655,800 千円を増額補正す
るもの

総務
文教

○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案第
24 号

令和 7 年度竹原市貸付資
金特別会計補正予算（第 1
号）

歳入歳出それぞれ 1,800 千円を減額補正する
もの

総務
文教

○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

議案第
25 号

令和 7 年度竹原市下水道
事業会計補正予算（第 1 号）

収益的収入 6,402 千円、収益的支出 7,917 千円、
資本的収入 15,233 千円及び資本的支出 8,633
千円を減額補正するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

●令和8年第1回定例会　議案概要・採決結果 令和8年2月17日～令和8年3月13日　○は賛成　×は反対　
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… 主 な 議 案 …

議案第23号  令和7年度竹原市一般会計補正予算（第10号）

●災害用備蓄整備事業
・内　　容／ 南海トラフ大地震等の大規模災害の備えとして、計画的に備蓄を進める

ため、空調設備が不十分な避難所に空調設備を整備するもの。
	・質　　疑／ 災害備蓄用の冷暖房設備を各施設にスポットクーラー6台とジェットヒ

ーター各3台とした根拠は。
・答　　弁／	機器性能と体育館の広さを考慮

した台数であり、既存備品も活
用して対応し、今後の使用状況
を確認しながら追加対応も検討
する。

議案
番号

議案名等 議案等の概要
付　託
委員会

村

　上

蕎
麦
田

下
垣
内

今

　田

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

大

　川

道

　法

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

報告
第 1 号

令和 7 年度竹原市一般会
計予算の補正について

物価高対応子育て応援手当支給事業を実施す
るために行った補正予算の専決処分について
報告するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
承認

報告
第 2 号

令和 7 年度竹原市一般会
計予算の補正について

衆議院議員総選挙を実施するために行った補
正予算の専決処分について報告するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
承認

議案
第 1 号

竹原市副市長の選任につ
き議会の同意を求めるこ
とについて

令和 8 年 1 月 31 日をもって 新谷昭夫 副市長
が辞職するため、その後任を選任しようとす
るもの（内山修氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
同意

議案
第 2 号

竹原市固定資産評価員の
選任につき議会の同意を
求めることについて

令和 8 年 1 月 31 日をもって 新谷昭夫 固定資
産評価員が辞職するため、その後任を選任し
ようとするもの（内山修氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
同意

議案
第 3 号

竹原市公平委員会委員の
選任につき議会の同意を
求めることについて

竹原市公平委員会委員中 住吉正和 委員は、令
和 8 年 1 月 30 日をもって任期満了につき、そ
の後任委員を選任しようとするもの（住吉正
和氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
同意

議案
第 4 号

竹原市固定資産評価審査
委員会委員の選任につき
議会の同意を求めること
について

竹原市固定資産評価審査委員会委員中 蛭子
厚司 委員は、令和 8 年 3 月 6 日をもって任期
満了につき、その後任委員を選任しようとす
るもの（蛭子厚司氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
同意

議案
第 5 号

竹原市かき養殖経営安定
緊急対策資金利子補給基
金条例案

かき養殖経営安定緊急対策資金に係る利子補
給の実施に要する経費の財源に充てることを
目的とした基金を設置するため、必要な事項
を定めるもの

総務
文教

○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 6 号

令和 7 年度竹原市一般会
計補正予算（第 9 号）

歳入歳出それぞれ 325,739 千円を増額補正す
るもの

総務
文教

○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 7 号

竹原市教育委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

竹原市教育委員会委員中 有田志穂 委員は、令
和 8 年 1 月 30 日をもって任期満了につき、そ
の後任委員を任命しようとするもの（辰己寛
氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
同意

●令和8年第1回臨時会　議案概要・採決結果 令和8年1月27日　○は賛成　×は反対　
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質
問  

田
万
里
川
の
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
な
ど
汚
染
源
の
特
定

や
汚
染
源
を
除
去
す
る
な
ど
、

抜
本
的
な
水
源
保
全
対
策
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長	

汚
染
源
の
特
定
は
、

広
島
県
か
ら
は
「
現
在
の
と
こ

ろ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
使
用
履
歴

が
あ
る
事
業
場
は
確
認
で
き
て

い
ま
せ
ん
」
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
汚
染
源
の
除
去
な
ど

水
源
保
全
対
策
は
、
国
が
科
学

的
知
見
の
集
積
・
検
討
を
進
め

て
お
り
、
本
市
は
こ
の
動
向
を

注
視
し
、
県
・
東
広
島
市
と
連

携
し
、
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　
田
万
里
川
周
辺
の
飲
用
井
戸

４
カ
所
の
水
質
検
査
を
実
施
し
、

全
て
の
地
点
で
指
針
値
を
下
回

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

質
問  

早
急
に
水
道
水
源
保
護

条
例
を
制
定
し
て
、
水
源
汚
染

を
防
止
す
べ
き
で
す
。

答
弁 

市
長	

条
例
制
定
を
求
め

る
３
０
０
０
筆
超
の
署
名
や
私

の
市
長
選
挙
の
公
約
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
可
能
な
限
り
速
や
か

に
水
源
の
保
護
条
例
制
定
を
目

指
し
、
具
体
的
な
取
組
を
進
め

ま
す
。

質
問  

本
郷
処
分
場
の
浸
透
水

の
鉛
検
出
に
つ
い
て
、
北
九
州

市
立
大
学
名
誉
教
授
（
伊
藤
洋
）

の
報
告
書
は
、
洗
管
作
業
に
使

用
し
た
井
戸
水
が
汚
染
の
原
因

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
井
戸

は
ど
こ
の
場
所
に
あ
り
ま
す
か
。

そ
の
井
戸
水
の
水
質
調
査
値
は

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長	

基
準
値
超
過
の
原

因
と
さ
れ
る
井
戸
の
場
所
や
そ

の
井
戸
水
の
水
質
検
査
の
結
果

は
、
広
島
県
が
公
表
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
本
市
は
そ
の
情
報

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

質
問  

Ｊ
Ａ
Ｂ
組
合
が
言
う

「
厳
重
に
管
理
し
て
埋
立
」
と

は
、
展
開
検
査
を
し
な
い
で
も

許
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

答
弁 

市
長	

広
島
県
か
ら
は

「
展
開
検
査
を
実
施
し
な
い
な

ど
法
令
違
反
に
該
当
す
る
不
適

切
な
処
理
が
判
明
し
た
場
合
に

は
、
廃
棄
物
処
理
法
で
厳
正
に

対
処
す
る
」
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

質
問  

市
長
は
、
県
立
２
高
校

の
存
続
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長	

県
教
委
と
の
協
議

で
は
、
地
域
の
担
い
手
不
足
の

解
消
や
人
口
減
少
対
策
に
つ
な

が
る
専
門
学
科
の
設
置
な
ど
の

要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

質
問  

全
国
的
に
産
婦
人
科
の

閉
院
が
相
次
ぎ
、
医
師
確
保
が

困
難
な
中
、
ど
の
よ
う
に
し
て

本
市
に
産
科
医
の
招
致
を
行
っ

て
い
か
れ
る
の
か
。

答
弁 

市
長	

本
市
は
こ
れ
ま
で

市
内
の
産
科
医
院
に
お
い
て
、

医
師
の
不
在
に
よ
り
、
分
娩
機

能
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

分
娩
の
取
扱
い
を
停
止
し
、
診

療
や
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

も
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市

は
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
近
隣
市
町
の
医
師
会
や
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
市
内

で
の
妊
婦
健
康
診
査
・
診
療
、

奨
励
金
の
交
付
、
相
談
体
制
の

構
築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
現
時
点
の
ス
キ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
産
科
医
不
足
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
り
、
特
に
地
方
に

お
い
て
、
単
独
自
治
体
の
努
力

の
み
で
医
師
を
確
保
す
る
こ
と

が
極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ
る

た
め
、
圏
域
全
体
で
の
体
制
構

築
を
基
本
と
し
て
、
広
島
県
を

は
じ
め
近
隣
市
町
、
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
や
大
学
、
医

師
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
の

う
え
、
確
保
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

国
の
方
針
と
し
て
、
令

和
７
年
度
ま
で
に
学
校
ト
イ
レ

の
洋
式
化
率
95
％
を
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
本
市
の
現
状

は
。

答
弁 

教
育
長	

令
和
７
年
度
４

月
時
点
の
校
舎
内
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
率
は
小
学
校
で
33
・
８

％
、
中
学
校
で
30
・
７
％
、
義

務
教
育
学
校
で
66
・
０
％
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
15
年
間
で
改

善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
国
の
目
標
と
は
乖
離
し
て
お

り
ま
す
が
、
児
童
生
徒
数
の
減

少
も
あ
り
、
実
態
と
し
て
は
洋

式
ト
イ
レ
が
充
足
し
て
い
る
と

把
握
し
て
お
り
、
今
後
に
お
い

て
も
、
市
の
考
え
方
と
国
の
考

え
方
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
教
室
や
体
育
館
の

空
調
機
の
設
置
な
ど
多
様
に
あ

る
中
、
財
政
的
な
制
約
な
ど
か

ら
全
て
を
実
施
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
優
先
度
に
応

じ
て
進
め
て
お
り
、
今
後
に
お

い
て
も
、
国
の
補
助
金
な
ど
財

政
的
に
有
利
な
財
源
の
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
出
来
る
と
こ
ろ

か
ら
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●住民の命と健康を守る水源汚染防止対策について

● 竹原市、県立２校の存続と市長の決意に 
ついて

動 画

村
むらかみ

上 まゆ子 ●市長の公約について
●小中学校のトイレの洋式化について 動 画
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質
問  

本
市
の
水
源
保
護
条
例

等
に
つ
い
て

答
弁 

市
長	

自
治
会
関
係
者
の

皆
様
と
の
協
議
の
上
、
早
急
に

条
例
の
制
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
当
面
は
、
市
内
へ
の
新

設
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
の
み
規
制
の
対
象
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
様
々
な
調
整
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
条

例
案
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
指
針
値
の
超

過
に
係
る
調
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
10
月
か
ら
本
年
１
月

に
か
け
て
、
広
島
県
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
市
内
の
河
川
４

地
点
及
び
周
辺
井
戸
５
地
点
に

お
い
て
、
追
加
の
水
質
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
地

点
も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
が
指
針
値
を

下
回
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り

ま
す
。
発
生
源
の
調
査
に
つ
き

ま
し
て
は
、
広
島
県
か
ら
は
、

「
現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

等
の
使
用
履
歴
が
あ
る
事
業
場

は
確
認
で
き
て
い
な
い
」
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き

ま
し
て
も
、
広
島
県
及
び
東
広

島
市
と
連
携
し
な
が
ら
、
定
期

的
な
水
質
検
査
を
実
施
し
、
水

質
の
推
移
を
監
視
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

市
内
か
き
養
殖
業
者
は

３
つ
あ
る
が
、
今
回
の
被
害
状

況
を
市
は
ど
れ
だ
け
把
握
し
て

お
り
、
そ
の
被
害
状
況
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
弁 

市
長	

昨
年
10
月
か
ら
本

年
１
月
ま
で
の
収
入
状
況
に
つ

い
て
比
較
資
料
の
提
出
を
い
た

だ
き
、
個
別
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
お
り
、
県
の
有
識
者

会
議
や
国
の
調
査
を
踏
ま
え
て

把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
か
き
へ
い
死
は
昨
年
10
月
頃

か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
出
荷

量
の
大
幅
な
減
少
に
加
え
、
来

年
度
以
降
も
回
復
が
遅
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

極
め
て
深
刻
な
状
況
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

質
問  

他
市
で
も
行
わ
れ
て
い

る
独
自
の
支
援
も
今
後
、
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

市
と
し
て
の
見
解
は
。

答
弁 

市
長	

こ
の
度
の
国
・
県

・
市
が
行
う
支
援
事
業
の
他
に
、

独
自
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
の
実
情
に
即
し
た
、
市
内

か
き
養
殖
業
者
と
の
協
議
の
も

と
、
必
要
な
対
策
（
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
含
む
）
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

部
活
動
の
地
域
移
行
は

令
和
７
年
度
で
改
革
推
進
期
間

を
終
了
し
、
令
和
８
年
度
か
ら

令
和
13
年
度
ま
で
に
、
休
日
は

全
て
の
部
活
動
で
移
行
を
目
指

す
新
た
な
段
階
に
入
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
市
は
こ
の
６

年
間
に
移
行
は
可
能
な
の
か
。

　
ま
た
、
部
活
指
導
員
の
確
保

の
見
込
み
と
展
望
は
。

答
弁 

教
育
長	

他
市
町
と
比
較

し
た
場
合
、
既
存
の
地
域
ク
ラ

ブ
や
大
学
等
と
の
連
携
等
に
よ

る
人
材
の
確
保
や
財
源
の
調
達

状
況
に
差
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
ず
は
実
行
期
間
の
前
期
中

に
お
い
て
、
地
域
展
開
等
に
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
部
活
指
導
員
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
、
市
単
独
で
の
人
材

確
保
が
難
し
い
場
面
も
あ
る
と

思
わ
れ
、
広
域
的
な
人
材
確
保

も
含
め
、
地
域
展
開
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質
問  

企
業
誘
致
等
に
つ
い
て

答
弁 

市
長	

機
動
的
に
企
業
訪

問
を
行
い
、
直
接
対
話
を
重
ね

な
が
ら
企
業
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な

企
業
誘
致
を
実
現
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
産
業
団
地
の
開
発
は
、

膨
大
な
費
用
と
年
数
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
広
島
県
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、

必
要
に
応
じ
て
奨
励
金
等
の
制

度
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

民
間
の
遊
休
資
産
の
活
用
を
最

優
先
で
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
旧
か
ん
ぽ
の
宿
」
の
有
効

活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

５
月
を
目
途
に
、
ホ
テ
ル
の
再

オ
ー
プ
ン
に
向
け
事
業
を
進
め

て
お
り
ま
し
た
が
、
想
定
以
上

の
大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
り
、

当
初
見
込
ん
で
い
た
事
業
費
が

大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
、

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
り
建
設

資
材
な
ど
が
上
昇
し
た
こ
と
か

ら
、
事
業
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
本
市
の
産
業

振
興
及
び
地
域
活
性
化
に
繋
げ

る
た
め
、
引
き
続
き
事
業
所
と

連
携
し
な
が
ら
「
湯
坂
温
泉
郷
」

に
つ
い
て
、
民
間
事
業
に
よ
る

再
生
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

下
しもがきうち

垣内 和
かずはる

春 ● 本市の水源保護条例制定等について
●企業誘致等について 動 画

川
かわもと

本　　円
まどか

 
●かきへい死の影響と養殖業者の支援について
● 部活動の地域移行と部活指導者の 

確保について
動 画
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質
問  

指
定
管
理
者
に
対
す
る

日
常
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
ど

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

答
弁 

市
長	

公
募
に
よ
り
決
定

し
た
者
か
ら
毎
月
報
告
書
の
提

出
を
受
け
る
と
と
も
に
、
指
定

管
理
者
と
の
意
見
交
換
や
現
地

視
察
を
通
じ
て
、
適
正
な
運
営

が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
、
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
。

質
問  

潜
在
介
護
士
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
新
た
な
人
材
確
保
策

は
。

答
弁 

市
長	

市
が
開
催
し
て
い

る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
出
展
、

「
竹
原
市
生
涯
現
役
促
進
地
域

連
携
協
議
会
」
に
お
い
て
「
介

護
入
門
研
修
」
を
行
う
な
ど
の

取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
先
進
地
で
の
事
例

を
参
考
に
、
竹
原
地
域
社
会
福

祉
法
人
協
議
会
等
、
各
事
業
所

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
介
護

現
場
の
魅
力
に
関
す
る
情
報
発

信
や
各
種
制
度
の
周
知
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

学
習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
す
る
お
考
え
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

教
育
長	

不
登
校
の
主
な

原
因
の
一
つ
と
し
て
「
学
習
の

遅
れ
や
理
解
不
足
に
よ
る
不
安
」

が
あ
る
た
め
、
早
期
に
「
学
習

の
遅
れ
や
理
解
不
足
に
よ
る
不

安
」
を
取
り
除
く
こ
と
が
不
登

校
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

学
校
運
営
協
議
会
を
活
用
し
て
、

地
域
の
方
々
に
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
学
び
を
保
障
す
る
取
組
を
進

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の

支
援
策
の
充
実
を
図
る
選
択
肢

の
ひ
と
つ
と
し
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

台
湾
の
学
校
と
姉
妹
校

と
な
っ
て
交
流
し
て
い
る
高
校

も
あ
る
。
連
携
す
れ
ば
、
広
い

人
材
育
成
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

答
弁 
教
育
長	

市
内
の
高
等
学

校
が
行
う
台
湾
の
学
校
と
の
交

流
の
場
に
、
市
立
学
校
の
生
徒

が
参
加
す
る
こ
と
は
、
ハ
ワ
イ

と
は
異
な
る
文
化
に
触
れ
る
機

会
と
な
り
、
ま
た
語
学
力
を
系

統
的
に
養
う
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
教
育
的
な
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
高
等
学
校
と
市
立
学
校
と
の

間
で
連
携
し
合
い
、
様
々
な
調

整
を
行
う
中
で
、
お
互
い
の
生

徒
に
と
っ
て
学
び
が
深
ま
る
と

判
断
す
れ
ば
、
実
現
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質
問  

①
現
在
、
発
注
者
と
し

て
指
定
管
理
者
と
ど
の
よ
う
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
場

状
況
の
動
向
や
事
業
の
業
績
内

容
、
人
員
の
充
足
状
況
な
ど
は

把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
指
定
管
理
者
で
あ
る
、
株
式

会
社
い
い
ね
竹
原
の
役
員
報
酬

や
道
の
駅
た
け
は
ら
で
業
務
に

従
事
さ
れ
て
い
る
人
の
賃
金
な

ど
は
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

③
再
公
募
で
指
定
管
理
者
を
決

定
し
た
わ
け
で
す
が
、
な
ぜ
１

回
目
の
審
査
で
決
定
し
な
か
っ

た
の
か
、
改
め
て
伺
い
ま
す
。

④
指
定
管
理
者
が
利
益
を
出
し

た
場
合
、
そ
の
利
益
の
一
部
を

竹
原
市
へ
寄
付
す
る
こ
と
が
審

査
基
準
に
あ
り
、
寄
付
の
有
無

に
よ
り
採
択
・
不
採
択
に
影
響

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

⑤
道
の
駅
は
、
各
地
方
自
治
体

と
道
路
管
理
者
が
連
携
し
て
設

置
し
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
登

録
さ
れ
た
休
憩
施
設
、
地
域
振

興
施
設
等
が
一
体
と
な
っ
た
道

路
施
設
で
す
。
そ
こ
で
、
竹
原

市
で
の
所
管
部
署
は
建
設
部
な

の
か
企
画
部
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長	

①
現
在
、
月
１
回

の
定
例
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、

売
上
等
を
含
め
た
事
業
内
容
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

人
材
紹
介
会
社
を
活
用
し
て
一

部
の
人
員
を
確
保
し
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
ま

す
が
、
詳
細
な
人
員
の
充
足
状

況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。

②
株
主
総
会
で
の
決
算
報
告
を

通
じ
、
役
員
報
酬
や
給
料
手
当

等
の
総
額
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
ま
す
が
、
個
別
の
役
員
報

酬
や
従
業
員
の
賃
金
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
。

③
申
請
の
あ
っ
た
事
業
者
１
社

が
所
定
の
基
準
点
に
達
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
不
採
択
と

な
り
、
再
公
募
し
た
も
の
で
す
。

④
納
付
金
を
審
査
項
目
の
１
つ

と
し
て
設
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
基

準
点
に
影
響
が
生
じ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
道
の
駅
は
地
域
情
報
の
発
信

拠
点
で
あ
り
、
地
元
産
品
の
販

売
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を

図
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
は
企
画
部
を
所

管
部
署
と
し
て
い
ま
す
。

※	

質
問
の
本
質
を
よ
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
再

質
問
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●指定管理者モニタリング制度について
●介護人材の確保について
●不登校の児童、生徒への支援について
●中学校と高等学校の連携について

動 画

堀
ほりこし

越　賢
け ん じ

二 ●道の駅たけはらの指定管理について
動 画
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１月２６日　長野県駒ヶ根市議会来庁
１月２７日　議会運営委員会
　　　　　　第１回臨時会
　　　　　　総務文教委員会
１月２９日　 広島県水道広域連合企業団議会全員協議会・ 

定例会
２月　２日　神奈川県綾瀬市議会来庁
２月　３日　公共施設ゾーン再整備調査特別委員会
　　　　　　奈良県大和郡山市議会来庁
２月　４日　全国市議会議長会理事会・評議員会
２月１０日　議会運営委員会
２月１３日　広島県市町総合事務組合議会定例会
２月１７日　本会議
　　　　　　予算特別委員会
　　　　　　議会運営委員会
２月１９日　民生都市建設委員会
　　　　　　広島県後期高齢者医療広域連合議会定例会
２月２０日　総務文教委員会

２月２４日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
　　　　　　全議員会議
２月２５日　本会議
２月２６日　本会議
３月　２日　予算特別委員会
３月　３日　予算特別委員会
３月　４日　予算特別委員会
３月　５日　予算特別委員会
３月１０日　予算特別委員会・全員協議会
３月１３日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
　　　　　　議員研修（避難訓練）
３月２７日　 広島中央環境衛生組合議会 

全員協議会・定例会
４月１６日　 公共施設ゾーン再整備調査特別

委員会視察
４月１７日　広島県市議会議長会定例会
４月２３日　中国市議会議長会定期総会 
　～２４日

議 会 の う ご き

この間、広報広聴委員会を2回開催しました（2/17,4/14）。

人
材
紹
介
会
社
を
活
用
し
て
一

部
の
人
員
を
確
保
し
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
ま

す
が
、
詳
細
な
人
員
の
充
足
状

況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。

②
株
主
総
会
で
の
決
算
報
告
を

通
じ
、
役
員
報
酬
や
給
料
手
当

等
の
総
額
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
ま
す
が
、
個
別
の
役
員
報

酬
や
従
業
員
の
賃
金
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
。

③
申
請
の
あ
っ
た
事
業
者
１
社

が
所
定
の
基
準
点
に
達
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
不
採
択
と

な
り
、
再
公
募
し
た
も
の
で
す
。

④
納
付
金
を
審
査
項
目
の
１
つ

と
し
て
設
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
基

準
点
に
影
響
が
生
じ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
道
の
駅
は
地
域
情
報
の
発
信

拠
点
で
あ
り
、
地
元
産
品
の
販

売
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を

図
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
は
企
画
部
を
所

管
部
署
と
し
て
い
ま
す
。

※	

質
問
の
本
質
を
よ
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
再

質
問
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

避　難　訓　練
　新庁舎で初となる避難訓練を実施しました。
　4階給湯室からの出火を想定し、階段で降下しましたが、混雑回避や安全確保の観点から、	
屋外非常階段の活用など動線確保の重要性を再認識しました。
　有事に備え、より迅速かつ緊張感のある行動を徹底していきたいです。
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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
村
上
ま
ゆ
子

　〇
今
田

　佳
男

　
　蕎
麦
田
俊
夫

　
　堀
越

　賢
二

　
　宇
野

　武
則

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

▲田植えの時期

《
特
集
後
記
》

　
コ
メ
作
り
専
業
農
家
の
渡
橋
達
也
さ
ん

を
取
材
す
る
中
で
私
が
感
じ
た
こ
と
の
一

つ
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
小
梨
町
が
好
き
だ

か
ら
、
と
い
う
言
葉
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
渡
橋
さ
ん
が
話
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

コ
メ
作
り
は
天
候
に
左
右
さ
れ
た
り
、
病

害
虫
へ
の
対
応
や
農
機
具
・
肥
料
の
物
価

高
騰
の
影
響
な
ど
、
大
変
な
ご
苦
労
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
話
を
聞
い
て
、
昔
の
私
の
実
家
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
氷
塊
が
降
る

急
変
し
た
悪
天
候
で
耕
作
の
葉
タ
バ
コ
に

穴
が
開
き
、
商
品
価
値
が
激
減
し
て
、
収

入
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
と
き
の
父
の

姿
で
す
。

　
竹
原
市
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か
に
対

し
て
、

①	

１
台
約
５
０
０
万
円
す
る
農
機
具
な
ど

を
購
入
す
る
補
助
枠
を
竹
原
市
で
も
確

保
し
て
ほ
し
い
。

②	

仁
賀
地
区
は
水
が
豊
富
な
の
に
、
コ
メ

作
り
の
法
人
さ
ん
が
い
な
い
が
、
絶
対

に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

③	
新
規
就
農
者
が
入
る
の
に
、
竹
原
市
は

出
荷
・
販
売
計
画
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
す

ぎ
る
。

３
項
目
等
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
原
市
は
新
規
就
農
者
へ
の
本
格
的
な

支
援
を
行
い
、
若
い
就
農
者
を
育
て
る
施

策
を
早
急
に
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

松
本　
進

 
ふ
る
さ
と
の

耕
作
放
棄
地
を
な
く
し
た
い
　

特  集

大
乗
小
学
校
に
想
い
を
寄
せ
て

　
令
和
８
年
３
月
18
日
、
４
６
９
９

人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
最
後
の
卒

業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
５
名

の
卒
業
生
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
３
月
22
日
、
多
く
の
ご

来
賓
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
厳
か
な
中
に
も
「
最
後
だ

か
ら
し
っ
か
り
や
り
き
る
ん
だ
」
と

の
強
い
気
持
ち
が
伝
わ
る
感
動
的
な

閉
校
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
閉
校
す
る
の
は
さ
み
し
い
け
ど
、

あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
新

し
い
友
達
も
つ
く
り
た
い
し
、
新
し

い
環
境
で
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み

た
い
」
児
童
た
ち
は
し
っ
か
り
と
未

来
へ
歩
を
進
め
て
い
ま
す
。
４
月
か

ら
は
統
合
先
の
竹
原
小
学
校
へ
通
い

ま
す
が
、
引
き
続
き
地
域
の
皆
さ
ま

に
は
温
か
く
積
極
的
に
寄
り
添
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
閉
校
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
主
催
の
「
大
乗
小
学

校　
今
ま
で
あ
り
が
と
う
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
学

校
の
歴
史
展
示
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

ス
テ
ー
ジ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
フ
ォ

ト
ブ
ー
ス
、
黒
板
ア
ー
ト
等
々
、
ま

た
懐
か
し
い
同
級
生
と
の
再
会
な
ど

で
会
場
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
１
５
２
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た

大
乗
小
学
校
。
本
当
に
今
ま
で
あ
り

が
と
う
。	

堀
越　
賢
二
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